
 
 

（９月２６日以降の取扱い） 
別添 

学生の皆さんへ  〜 医療非常事態宣言の解除と行動基準・指針の改訂について 〜 
 

新型コロナウイルスの感染「第７波」による新規感染者は，8 月後半から減少に転じ，確
保病床使用率が５０％を下回ったことから，⻑野県の医療アラート「医療非常事態宣言」が
９月１３日に解除され，感染症警戒レベルが主要キャンパス所在地全域で５に引き下げら
れました。 

本学の「新型コロナウイルス感染症拡大防止のための信州大学の行動基準」は，令和２年
６月に策定され，その後，国や自治体の感染症対策の見直しに合わせ，部分的な改訂を加え
ながら運用しておりました。しかしながら，新型コロナウイルス感染症の発生当時から現在
まで，ウイルスの変異による感染症対策や行動規制のあり方が大きく変わってきているこ
とから，本学の行動基準についても，より現実的かつ効果的な感染症対策を講じることがで
きるよう，その段階設定と対策内容を抜本的に見直すこととします。併せて，「教育研究活
動指針」及び「施設利用指針」についても，内容を見直します。 

見直し後の新しい基準において，9 月２６日以降の本学における「新型コロナウイルス感
染症拡大防止のための信州大学の行動基準」の段階は「２」とします。 

大学内での感染は持続的に発生しており，対策が不要となったわけではありません。規準
の緩和後も感染対策は継続し，学内外の高齢者や基礎疾患等を有するハイリスク者に感染
させることのないように，十分に注意して下さい。 

新型コロナウイルスの感染拡大を防止しつつ経済活動を支え，充実した大学生活を送る
ためにも，引き続き，一人ひとりが基本的な感染防止対策を実行するとともに，特に次のこ
とを徹底してください。 
 喉の痛みなど少しでも風邪症状がある場合や倦怠感，味覚・嗅覚の異常があれば，人と

接しないよう外出せず，自宅で静養すること。その際は必ず大学に申し出ることとし，
許可があるまでは登校又は出勤しないこと。 

 有症状者（ハイリスク者は除く）となっても，症状が軽い場合は受診ではなく，自己検
査等を利用し自宅で療養すること（症状が重い場合もしくは数日にわたる場合は受診
について最寄りの保健所に相談すること）。 

 療養時に備え，飲料水・食料・市販の解熱剤等を用意しておくこと。 
 高齢者や基礎疾患を有する者等のハイリスク者及びその同居者・身近で接する者（実習

等で接触する予定のある者を含む）は，感染リスクの高い場面・場所をできるだけ避け，
感染しない，感染させない行動を徹底すること（実習先の事前の指示を遵守すること）。 

 会食は，「信州版“新たな会食”のすゝめ」（以下 URL）を遵守すること。 
https://www.pref.nagano.lg.jp/service/corona_taisakusengen.html#kaisyokunosusume 

 フィールドワークや合宿等で宿泊（野営を含む）する場合は，参加７日前から会食等を
避け感染対策を徹底する。参加者が「３回の新型コロナワクチン接種済み」であること，
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もしくは「３日以内の PCR または抗原定量検査，１日以内の抗原定性検査における陰
性証明」を取得することを推奨する。（※抗原検査キットを使用する場合は，政府承認
済みのものに限る）但し，陰性証明があっても，マスク着用等の基本的な感染対策は徹
底すること。 

 複数人による車での移動は，特に３「密」になりやすいことを考慮し，不織布マスクを
着用し，換気を徹底すること。 

 研究室内の休憩や下宿での勉強会においても，手指消毒やマスクの着用等，基本的な感
染対策を徹底すること。 

 
また，県外への移動が必要な場合は，その前後に感染リスクの高い行動を特に控え，

健康観察を徹底し，体調に異変を感じた場合は外出せず，速やかに医療機関に相談して
ください。 

 
 

【基本的な感染防止対策について】 
 

新型コロナウイルスは，口・鼻・目に入ることで感染します。主な経路は，感染している
人の咳・くしゃみ・会話で生じる飛沫が口・鼻・目に入る飛沫感染と，ウイルスの付着した
手が口・鼻・目に触れる接触感染です。したがって，基本的な感染防止対策は， 
①飛沫が到達しない“身体的距離の確保”（密集，密接の回避） 
②飛沫を拡散させない“不織布マスクの着用”（密接の回避） 
③飛沫を滞留させない“換気”（密閉の回避） 
④手に付着したウイルスを除去する“手洗い・手指消毒” 
です。マスクは感染した手を口や鼻に触れにくくするためのものでもあります。 

このウイルスは，自身が軽い症状や無症状であっても，気づかずに，周囲の人に感染を広
め，その人の命を奪ってしまうこともあります。決して無理をせず，風邪症状，倦怠感，味
覚・嗅覚異常などがあれば，軽い症状であっても，通学せずに自宅で療養してください。連
絡があれば欠席にはせず不利益にならないように配慮します。 

また，不安なことがあれば，一人で悩まず大学に相談してください。 
 
このウイルスは誰もが感染する可能性があるものです。感染者をはじめ関係者を責めた

りせず，ともに支えあって，活力のある大学を一緒になって築いていきましょう。また，不
安なことがあれば，一人で悩まず大学に相談してください。 
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（学生に係る対応について） 
 
１．日常生活で守っていただくことについて 

(１) 少しでも風邪症状や倦怠感，味覚・嗅覚の異常があれば，自宅で静養してください。
このような症状があるときは，アルバイトも絶対に行かないでください。 

(２) 毎日の検温を含め体調管理に努め，健康状態やその日の行動を記録するよう心がけ
てください。（下記 URL に掲載している健康行動記録票を参考に，ご自身のアプリや
手帳などに工夫して記入してください。） 
健康行動記録： 

https://www.shinshu-u.ac.jp/news/upload_file/20200910health_record.xlsx  
(３) マスクは不織布マスクを使用するようにしてください。また，家から出る時はマス

クを正しく着用し，マスクなしに会話をしないでください。ただし，屋外で人と十分な
距離を確保できる場合にのみ，マスクを外して構いません。 

(４) 換気が悪く，人が密に集まって過ごすような空間（カラオケ，ライブハウス，居酒
屋，アパート，下宿先など）は感染リスクの高い空間ですので特に注意してください。 

(５) 会食は，「信州版“新たな会食”のすゝめ」（以下 URL）を遵守してください。 
https://www.pref.nagano.lg.jp/service/corona_taisakusengen.html#kaisyokunosusume 

(６) 建物に出入りする時，調理や食事をする前，家に帰った時などは，必ず，石鹸で手
を洗うかアルコールで手指を消毒し，常に咳エチケットを守ってください。 

(７) 高齢者や基礎疾患を有する者等のハイリスク者及びその同居者・身近で接する者（実
習等で接触する可能性のある場合も含む）は，感染リスクの高い場面・場所をできるだ
け避け，感染しない，感染させない行動を徹底してください。 

  
２．風邪症状などがある場合の対応について 

(１) 風邪症状，倦怠感，味覚・嗅覚異常などがあれば，軽い症状であっても，症状消失
後２日を経過するまで，出席停止です。授業の有無，休業期間に関わらず速やかに ACSU
の感染症等報告システムから症状を報告し，登校せず，健康観察（体調と体温の記録）
を行い，自宅で静養してください。また，健康状態の観察に必要なため，症状が消失し
た際も，速やかに ACSU の感染症等報告システムから症状を報告してください。 

※ 感染症等報告システム：ACSU ログイン後「新型コロナウイルス感染症関係」欄の
「【学生用】感染症等発生・消失報告」をクリック 

(２) 息苦しさ（呼吸困難），強いだるさ（倦怠感），高熱等の強い症状のいずれかがある
場合，重症化しやすい者1で，発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合，それ
以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合は，まずは，電話でかかりつ

 
1 高齢者，糖尿病，心不全，呼吸器疾患（COPD 等）等の基礎疾患がある者や透析を受け
ている者，免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている者 
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け医等身近な医療機関，総合健康安全センター（各キャンパスの保健室を含む）または
受診・相談センター（保健所）へ相談してください。（強い症状と思う場合にはすぐに
相談してください。解熱剤などを飲み続けなければならない方も同様です。） 

(３) 医療機関を受診する時は，必ず，事前に連絡をした上で，不織布マスクを着用して
ください。インフルエンザ又は新型コロナウイルスの検査を求めて医療機関を受診す
ることは厳に慎んでください。 
※症状があるのに，事前連絡なしに受診すると医療機関は他の患者の診療を行えず，仮

に新型コロナウイルスに感染していた場合は地域の皆さんに多大なご迷惑をおかけ
することになります。 

(４) どうすればよいか不明な場合は，総合健康安全センター又は各キャンパスの保健室
にまず相談してください。 

 
学内関係部署の連絡先一覧 

連絡先 
総合健康安全センター（松本） 0263-37-2157 

教育学部保健室 026-238-4055 
工学部保健室 026-269-5077 
農学部保健室 0265-77-1312 

繊維学部保健室 0268-21-5312 
学生相談センター 0263-37-3165 

キャリア教育・サポートセンター 0263-37-3164,0263-37-2186 
 

学業等に関する学部等の連絡先一覧 
学部 連絡先 

人文学部 jgakumu1@shinshu-u.ac.jp 
教育学部 kyouiku_gakumuk@gm.shinshu-u.ac.jp 
経法学部 k_gakumu@shinshu-u.ac.jp 
理学部 rigaku-renraku@shinshu-u.ac.jp 

医学部医学科 igakumu01@shinshu-u.ac.jp 
医学部保健学科 hogaku2@shinshu-u.ac.jp 

工学部 kou_kinkyu@shinshu-u.ac.jp 
農学部 ngakumu@shinshu-u.ac.jp 

繊維学部 fgakusei@shinshu-u.ac.jp 
全学教育機構（共通教育窓口） acacia@shinshu-u.ac.jp 

＊共通教育科目については，共通教育窓口に連絡してください。
＊大学院生は，所属するキャンパスの担当窓口へ連絡してください。

 
 

⻑野県受診・相談センター（保健所）                 ※２４時間対応 
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電話相談窓口 管轄市町村 電話番号 
佐久保健福祉事務所 （佐久保健所） 小諸市，佐久市，南佐久郡，北佐久郡 0267-63-3178 
上田保健福祉事務所 （上田保健所） 上田市，東御市，小県郡 0268-25-7178 
諏訪保健福祉事務所 （諏訪保健所） 岡谷市，諏訪市，茅野市，諏訪郡 0266-57-2930 
伊那保健福祉事務所 （伊那保健所） 伊那市，駒ケ根市，上伊那郡 0265-76-6822 
飯田保健福祉事務所 （飯田保健所） 飯田市，下伊那郡 0265-53-0435 
木曽保健福祉事務所 （木曽保健所） 木曽郡 0264-25-2227 
松本保健福祉事務所 （松本保健所） 塩尻市，安曇野市，東筑摩郡 0263-40-1939 
大町保健福祉事務所 （大町保健所） 大町市，北安曇郡 0261-23-6560 
⻑野保健福祉事務所 （⻑野保健所） 須坂市，千曲市，埴科郡，上高井郡，上水内郡 026-225-9305 
北信保健福祉事務所 （北信保健所） 中野市，飯山市，下高井郡，下水内郡 0269-67-0249 

⻑野市保健所平日（8：30〜17：15） ⻑野市 026-226-9964 
⻑野市保健所 

休日・夜間（17：15〜8：30） ⻑野市 
070-2828-
6398 

松本市保健所 松本市 0263-47-5670 
 
３．感染症患者の発生と接触者の扱いについて 

(１) 新型コロナウイルス感染症を発症し患者2となった学生又は「みなし陽性患者」3と診
断された学生は，総合健康安全センターが許可するまで出席停止です。速やかに総合健
康安全センターに連絡するとともに，保健所及び医療機関の指示に従い療養してくだ
さい。 

(２) 患者と濃厚接触4したと特定された学生も，最後に濃厚接触した日の翌日から 5 日

 
2 「新型コロナウイルス感染症の臨床的特徴を有し，かつ，検査により新型コロナウイル

ス感染症と診断された者」。 
3 「検査実施の有無や検査結果にかかわらず，臨床症状や自主検査結果等から保険医療機

関や総合健康安全センターから新型コロナウイルス感染症と診断された者」。 
4 「患者」「みなし陽性患者」（「無症状病原体保有者（臨床的特徴を呈していないが，検査
により新型コロナウイルスを保有していることが確認された者）」を含む。以下同じ。）の
感染可能期間（患者：発熱及び咳・呼吸困難などの急性の呼吸器症状を含めた新型コロナ
ウイルス感染症を疑う症状を呈した 2 日前から退院又は宿泊療養・自宅療養の解除の基
準を満たすまでの期間，無症状病原体保有者：陽性確定に係る検体採取日の２日前から退
院又は宿泊療養・自宅療養の解除の基準を満たすまでの期間）において当該患者が入院，
宿泊療養又は自宅療養を開始するまでに接触した，以下に該当する場合を言います。 

・患者と同居あるいは⻑時間の接触（車内，航空機内等を含む）があった者 
・適切な感染防護無しに患者を診察，看護若しくは介護していた者 
・患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 
・その他：手で触れることの出来る距離（目安として１メートル）で，必要な感染予防

策なしで，患者と 15 分以上の接触があった者（周辺の環境や接触の状況等個々の状
況から患者の感染性を総合的に判断する） 
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間，出席停止です。保健所及び医療機関の指示に従うとともに，速やかに総合健康安全
センターに連絡し，当該期間は，健康観察（体調と体温の記録）を行い，自宅待機（学
修）してください。なお，最終曝露日（陽性者との接触等）から最低 7 日間経過するま
では，検温など自身による健康状態の確認や，高齢者や基礎疾患を有する者等感染した
場合に重症化リスクの高い方（以下「ハイリスク者」という。）との接触やハイリスク
者が多く入所・入院する高齢者・障害児者施設や医療機関への不要不急の訪問，感染リ
スクの高い場所の利用や会食等を避けること，マスクを着用すること等の感染対策を
行ってください。実習先等からより厳しい制限を課せられた場合には，そちらに従って
下さい。 

(３) その他濃厚接触者となる可能性がある場合など，保健所や総合健康安全センター等
の判断で外出制限の対象となった学生も，その期間は出席停止です。(２)と同様，自宅
待機（学修）してください。 

 
４．海外渡航に係る帰国・入国時の対応について 

(１)一般学生は「海外渡航届」，留学生は「一時帰国・出国届」により所属学部等に届け
出るとともに，外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録も行ってください。 

※ ACSU ログイン後「海外渡航届／一時帰国・出国届」欄を参照 
(２) 私事の渡航も含め，海外からの帰国・入国者は，健康状態を正しく検疫所に申告す

るとともに，厚生労働省が実施する水際対策措置に従ってください。水際対策措置は随
時変更されますので，最新の内容を確認するようにしてください。あわせて速やかに
ACSU の感染症等報告システムにて大学へ連絡してください。 

厚生労働省 HP：「水際対策に係る新たな措置について」参照 
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00209.html 
(３) 待機期間中に発熱などの風邪症状などが生じた場合には，最寄りの受診・相談セン

ターに電話で受診の相談をした上で，医療機関に連絡し受診してください。受診後は，
授業の有無，休業期間に関わらず速やかに総合健康安全センター又は各キャンパスの
保健室に連絡してください。（連絡方法は２．（１）を参照） 

 
５．留学による渡日・渡航の対応について 

(１) ⺟国の出国制限や日本国の入国制限により渡日できない留学生に対し，所属学部等
が提供する e-learning を活用した授業や課題研究等を履修できるよう配慮します。 

(２) 大学間協定・学部間協定に基づく交換留学においては，派遣先大学等との調整が取
れ，本学が定める渡航条件を満たす場合，渡航を認める特例措置を設けることとしまし
たので，所属学部等に確認してください。 

  
６．県外との往来について 

(１) 基本的な感染防止策の徹底や感染リスクの高い行動を控えるなど，慎重に行動して
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ください。 
 

７．授業等の取扱いと学生の入構について 
(１)授業は原則，感染防止対策を講じた上で，対面で実施としますが，オンライン授業又

はオンラインと対面を併用した授業も可とします。 
(２)フィールドワーク等で宿泊（野営を含む）する場合は，参加７日前から会食等を避け

感染対策を徹底してください。参加者が「３回の新型コロナワクチン接種済み」である
こと，もしくは「３日以内の PCR または抗原定量検査，１日以内の抗原定性検査にお
ける陰性証明」を取得することを推奨します。（※抗原検査キットを使用する場合は，
政府承認済みのものに限ります）但し，陰性証明があっても，マスク着用等の基本的な
感染対策は徹底してください。 

 
８．欠席の取扱いと履修上の配慮について 

(１) 次のいずれかに該当する学生は，出席停止とし，感染症等報告システムにて大学へ
連絡があれば，欠席扱いにはなりません。 
・少しでも風邪症状や味覚・嗅覚の異常がある者 
・新型コロナウイルス感染症「患者」，「みなし陽性患者」となった者 
・患者と濃厚接触したと特定された者その他濃厚接触者となる可能性など，保健所や総

合健康安全センター等の判断で外出制限の対象となった者 
(２) 次のいずれかに該当する学生は，通学困難事由に該当し，所属学部等への連絡があ

れば，欠席扱いにはなりません。 
・⺟国の出国制限や日本国の入国制限により渡日できない留学生 
・国，居住する地方自治体からの外出又は往来自粛要請に従い，通学できない者 

(３) (１)又は(２)に該当する者もしくは後述のワクチン接種後の副反応により授業への
出席が困難な者には，e-learning を活用した授業，追試験の実施やレポートの活用や提
出期限の延⻑等で対応し，履修上不利益とならないよう対応します。 

 
９．困難な状況にある学生への支援について 

(１）学生支援についてのお問い合わせその他お困りのことは，所属学部等又は学生総合
支援センターにご相談ください。 

 https://www.shinshu-u.ac.jp/campus_life/studentsupport/index.html 
(２) 修学支援以外の制度のうち，経済的に困難な場合に活用できる制度等については次

の URL よりご覧ください。 
https://www.shinshu-u.ac.jp/news/upload_file/20220323_shugakushienigainoseido.pdf 
なお，「新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金」の詳細については次の

URL よりご確認ください。 
https://www.mhlw.go.jp/stf/kyugyoshienkin.html 
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１０．ワクチン接種について 

(１) ワクチン未接種の方で接種を希望する方は，各自治体の接種会場や一部の医療機関
で接種可能ですので，お住まいの自治体の情報をご確認ください。なお，一部自治体で
は接種会場が減少しておりますので，早めの接種をご検討ください。 

※⻑野県が設置するワクチン接種会場では，住⺠票の住所が⻑野県以外でも接種券があ
れば接種可能ですので，下記サイトをご確認ください 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kansensho-taisaku/vaccine/kensessyu.html 
(２) ワクチン接種後は副反応の症状（発熱・倦怠感など）が現れることがあります。接

種当日から翌々日（接種当日を０日目とカウントして２日目）までは様子を見てくださ
い。ただし，咳や息苦しさなど副反応ではない症状が出現した場合は医療機関に相談し
て下さい。３日目以降も症状が続く場合は，ACSU の感染症等報告システムから症状と
ワクチン接種の日を入力してください。また，症状が消失した際は速やかに報告してく
ださい。 

(３) 接種後の副反応の症状により授業に出席できない場合（感染症等報告システムから
報告した場合を除く）は，所属学部等（共通教育の授業の場合は全学教育機構）の指示
に従ってください。欠席扱いとはせず，履修上不利益とならないよう対応します。なお，
接種後，特に体調に問題がない場合は，通常通り授業に出席して構いません。 

 
１１．就職活動における対応について 

(１) 新型コロナウイルスの感染拡大に伴う企業の業績不振に起因する内定取消しや，採
用・入職時期の延期の連絡等を受けた場合は，キャリア教育・サポートセンターに相談
してください。 

 
１２．新型コロナウイルス感染症に関する心のケアについて 

(１) 総合健康安全センター，各キャンパスの保健室及び学生相談センターでは，学生の
メンタルヘルスや健康相談を行っています。新型コロナウイルスの関係で，不安なこと，
心配なことがあれば相談してください。 

 
１３．学生寄宿舎，国際交流会館における対応について 

(１) 学生寮利用者は次のことを必ず守ってください。 
・不織布マスクを使用してください。 
・２人部屋では換気を頻回に行い，十分な距離がとれない場合は常時不織布マスクを着

用してください。 
・帰宅時，食事（飲料や茶菓を含む）前の手指の消毒を徹底してください。 
・マスクをせずに近い距離で話をしないでください。 
・向かい合って，話をしながら食事することは避けてください（外食時でも）。 
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・共用スペースでは常時，人混みへの外出時(買い物も含む)にも不織布マスクを着用し
てください。 

・少しでも体調に不安を感じたら直ちに管理者に連絡し相談してください。 
(２) 食堂，共用スペース，風呂場の利用について，３「密」回避のため，利用の制限や

分散化を徹底します。なお，食堂における３「密」回避の対策が実施できない場合には，
弁当の提供などにより対応します。 

 
１４．課外活動について 

（１）課外活動は，「信州大学の関係する団体の活動及び大学施設を利用する活動に関す
る感染防止対策の指針」に基づき行うことができますが，感染対策を徹底してください。
なお，合宿等で宿泊（野営を含む）する場合は，参加７日前から会食等を避け感染対策
を徹底してください。参加者に「３回の新型コロナワクチン接種済み」であること，も
しくは「３日以内の PCR または抗原定量検査，１日以内の抗原定性検査における陰性
証明」を取得することを推奨します。（※抗原検査キットを使用する場合は，政府承認
済みのものに限ります）但し，陰性証明があっても，マスク着用等の基本的な感染対策
は徹底してください。 

 
  




